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主な内容　p2-3水道料金・下水道使用料の改定について、p4男女
共同参画、p5市職員の給与等定員管理の状況、p6非常勤職員募集、
p8国民年金後納制度、ほか

表紙　認定こども園えどさきでの
ならせ餅作りの1コマ（関連記事
p18）
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消費税法改正に伴う水道加入金
・水道料金・下水道使用料の改定について

平成26年4月1日より、消費税率が５％から８％に引き上げとなるに伴い、増税分をご負担いた
だくことになります。ご理解とご協力をお願いします。
水道加入金・水道料金・下水道使用料が対象となります。

◆ 水道加入金
☆ 水道加入金（平成26年4月1日から適用）　　                                                   （税込額）

口　 径 新 加 入 金 （円） 現 加 入 金 （円） 増 加 額 （円）
13 mm 108,000 105,000 3,000
20 mm 140,400 136,500 3,900
25 mm 216,000 210,000 6,000
30 mm 324,000 315,000 9,000
40 mm 540,000 525,000 15,000
50 mm 1,080,000 1,050,000 30,000

※ 口径変更の場合は、変更前と変更後の加入金の差額となります。

☆ 加入金の一部減額
　新規加入者で、給水場所に居住し、かつ生活用水として使用する場合
　（口径変更の場合は対象外）
                                                                                                                            （税込額）

口 　径 新 加 入 金 （円） 現 加 入 金 （円） 増 加 額 （円）
13 mm 86,400 84,000 2,400
20 mm 97,200 94,500 2,700

※ 加入金一部減額期間は、平成28年3月31日までとなります。

◆ 水道料金
　 4月分料金（5月請求）は、消費税5％、5月分料金（6月請求）から8％に引き上げられます。
　☆ 水道料金表　　
　◇ 水道料金の計算方法（税込）
　　　基本料金＋（超過水量× 超過料金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込額）

口　径
基 本

　水 量　

基 本 料 金 （円）
（ 1 か 月 に つ き ）

超 過 料 金 （円）
（ 1 ㎥ に つ き ）

新 料 金
8 ％

現 行 料 金
5 ％ 増 加 額 新 料 金

8 ％
現 行 料 金

5 ％ 増 加 額

20 mm まで 10 ㎥ 2,700 2,625 75 237 231 6
25 mm 10 ㎥ 2,916 2,835 81 291 283 8
30 mm 0 4.320 4,200 120 291 283 8
40 mm 0 7,020 6,825 195 291 283 8
50 mm 0 10,548 10,290 258 291 283 8
75 mm 0 23,112 22,470 642 291 283 8

※ 25ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以上の超過料金については、軽減措置後の金額です。

◆ 下水道使用料
　4月分料金（5月請求）は、消費税５％、5月分料金（6月請求）から8％に引き上げられます。
　ただし、人数認定により下水道使用料を算定している家庭のうち、平成２６年４月１日～４月１０日の間
　に使用人数の変更が生じた場合は、４月分料金（５月請求）から８％に引き上げられます。
☆ 下水道料金表
◇ 下水道使用料の計算方法
　　基本料金＋使用量（排水量）に応じ算定し、消費税（８％）が別途加算されます。

● 江戸崎、桜川、東地区（流域関連公共下水道の区域以外）　　　　　　　　　　　　　　     　  （税抜額）

区　分
基 本 料 金 （1か月につき） 超　過　料　金

（汚水量1㎥につき）汚　水　量 料　　金

一　般
汚 水 量 10㎥まで 1,500円

　　10㎥を超え30㎥まで130円
　　30㎥を超え50㎥まで140円
　　50㎥を超え100㎥まで150円
　　100㎥を超える場合160円

● 新利根地区（流域関連公共下水道の区域）　　　　 　　　　　　　　　　　　　　     　　　  （税抜額）

区　分
基 本 料 金 （1か月につき） 超　過　料　金

（汚水量1㎥につき）汚　水　量 料　　金

一　般
汚 水 量 10㎥まで 1,300円

　　10㎥を超え30㎥まで130円
　　30㎥を超え50㎥まで140円
　　50㎥を超え100㎥まで150円
　　100㎥を超える場合160円

●稲敷市水道課
　☎ 029-892-4255（直通）

●稲敷市下水道課
　☎ 029-892-2000（内線 2973）
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1. 人件費の状況（普通会計決算）

区 分 住 民 基 本
台 帳 人 口

歳 出 額
A 実 質 収 支 人 件 費

B
人 件 費 率
（B/A）

24年 H25.3.31
45,544人

千円
20,987,867

千円
2,052,225

千円
3,187,445

%
15.2

※ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

2. 職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分 職 員 数 給　　　与　　　費
給　料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計

25年 370人 千円
1,395,943

千円
611,498

千円
500,354

千円
2,507,795

※ 職員手当には退職手当を含みません。
※ 給与費は、当初予算に計上された額です。

5. 一般行政職の級別職員数の状況
区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計標準的な職務 主事・主事補 主 幹 係長・主査 課長補佐・係長 課長補佐 課 長 部 長

職  員  数 39人 9人 76人 67人 45人 27人 10人 273人
構  成  比 14.3% 3.3% 27.8% 24.5% 16.5% 9.9% 3.7% 100%

※ 平成25年4月1日現在

6. 職員手当の状況
支給時期 期末手当 勤勉手当

期末・勤勉
手当

6月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.6月分 1.35月分
勤続年数 自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続20年 23.03月分 28.7875月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分

最高限度額 55.86月分 55.86月分
※ 平成25年度支給割合

7. 特別職の報酬等の状況
区 分 給 料 月 額 期 末 手 当

給料
市　長 624,000円

（平成25年度支給割合）

 6月期 1.4月分
 12月期 1.55月分
 計 2.95月分

副市長 591,600円
教育長 576,000円

報酬
議　長 420,000円
副議長 380,000円
議　員 360,000円

8. 部門別職員数の状況
区　分 職　員　数 対前年比

増 減 数部　門 平成24年 平成25年
一般行政 議　会 5 5 0

総　務 97 96 △1
税　務 29 29 0
民　生 59 61 2
衛　生 19 18 △1
農　水 22 22 0
商　工 5 5 0
土　木 29 28 △1
小　計 265 264 △1

特別行政 教育行政 110 108 △2
小　計 110 108 △2

特別会計 水　道 13 12 △1
下水道 12 13 1
その他 22 20 △2
小　計 47 45 △2

合　計 422 417 △5
※ 職員数は各年4月1日現在（教育長含む）

3. 一般行政職の初任給の状況
区 分 稲 敷 市

大学卒 172,200円
高校卒 140,100円

※ 平成25年4月1日現在

4. 一般行政職の平均給料月額
区 分 平均給料月額 平均年齢
稲敷市 321,600円 43.3歳
※ 平成25年4月1日現在

市職員の給与・定員管理について、市民
の皆さんの理解を深めていただくため、
あらましをお知らせします。
●稲敷市総務課人事給与係（江戸崎庁舎）
　☎ 029-892-2000（内線 2205）

●稲敷市秘書広聴課男女共同参画推進係（江戸崎庁舎）
　☎ 029-892-2000（内線 2406）

市職員の給与等と定員管理の状況 女
ひと

と男
ひと

のハーモニー　＊＊＊ 男女共同参画社会を目指して ＊＊＊

市の職員数は417人です。（昨年度より5人の減となりました）

※ 一般行政職とは・・・各部門の職員
のうち、税務職、技能労務職、教育職等
を除く一般行政事務に携わる職員をい
います。

男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても幸せな社会をつくっていくことです。
男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハーモニーを奏でながらともに歩んでいきましょう。

いなしき女と男のハーモニーフォーラムを開催

茨城県男女共同参画推進員を募集

２月２日、あずま生涯学習センターで、「ささえあい平
等の輪を明日へ」をテーマに、人権講演会との共同開
催により、いなしき女

ひと
と男

ひと
のハーモニーフォーラムを

開催しました。
　このフォーラムは市民や事業所の方々が男女共同参画
についての取り組みを図ることを目的として開催された
ものです。男女がともに仕事、家庭生活、地域活動、個人
の自己啓発など、様々な活動を実現できる仕事と家庭の
調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進を目指しています。

オープニングは江戸崎総合高等学校吹奏楽部の演奏。
そのあとには、作家・エッセイストの落合恵子さんを講師に

「ひとりひとりが主役の社会～それぞれが自分色に輝くとき
～」と題してご講演いただきました。
　会場のホールには、約390名の方にご来場いただき、落合
さん自身の体験を生かしたお話に皆さんも共感され、熱心に
メモを取りながら聴いている人もいました。

県では、平成16年から公募により「茨城県男女共同参画推進員」を委嘱し、県内各地域で茨城県男女共同参画推進条
例の基本理念などの普及啓発を行っています。
　今回、平成26年度から新たに活動していただく推進員を募集することといたしましたので、県の取り組みにご協力
いただける方は、ぜひご応募ください。

【応募資格】
　県内在住の20歳以上（男女は問いません）の方で男女共同参画を理解し、活動の意欲のある方。
　（ただし、地方公共団体の長と議会議員は、推進員になることはできません。）

【募集期間】
　平成26年1月31日（金）から3月19日（水）まで（当日消印有効）

【募集方法】
　申込書とレポートを茨城県知事公室女性青少年課あてにご提出ください。
　（申込書の様式は女性青少年課ホームページからダウンロードできます。）

【お問い合わせ先】
　詳しい応募方法や活動の内容につきましては、下記までお問い合わせください。
　　　茨城県知事公室女性青少年課男女共同参画担当
　　　〒 310 - 8555　水戸市笠原町 978 - 6　
　　　TEL 029 - 301 - 2178  ／  FAX 029 - 301 - 2189　　　E メール：josei1@pref.ibaraki.lg.jp
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ッ
プ
）、盗
難
な
ど
に
よ
り
、

軽
自
動
車
、原
動
機
付
自
転
車
な

ど
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合

や
車
検
切
れ
な
ど
で
使
用
し
な

く
な
っ
た
場
合
は
、必
ず
３
月
31

日
ま
で
に
手
続
き
機
関
に
て
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
手
続
き
を
依
頼

さ
れ
た
方
は
、引
き
渡
し
先
に
手

続
き
が
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

し
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
せ
ず
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
ま
す
と
、毎
年
税
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
耕
車
買
い
替
え
時
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊
自
動

車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
）
を
買
い
替
え
る
場
合
、

古
い
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
新
し
い
車
両
に
付
け
替
え

て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。古
い
車
両
の
廃
車
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
車

両
の
登
録
手
続
き
を
し
て
新
し

い
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
手
続
き
先

●
原
動
機
付
き
自
転
車
（
１
２

５
ｃ
ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
）、
小

型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
・
特

殊
車
な
ど
）

・
稲
敷
市
税
務
課
・
各
庁
舎
総

合
窓
口
課　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
：
４
５
１
０
）

●
軽
自
動
車
四
輪
（
乗
用
・
貨

物
）・
三
輪

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事

務
所
土
浦
支
所　
☎
０
２
９
︲

８
４
３
︲
３
５
３
５

●
軽
自
動
車
二
輪
・
二
輪
小
型
車

・
茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所　
☎
０
５
０

︲
５
５
４
０
︲
２
０
１
８

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
、心
の
サ
イ
ン

　
３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

肢
を
選
ば
ず
に
済
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
家
族
や
ま
わ
り
の
方
が
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と

が
、自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
大
切
な
家
族
や
仲

間
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
気
づ

い
た
方
自
身
も
抱
え
込
ま
ず
、

保
健
所
な
ど
の
相
談
機
関
や
医

療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
は
１
年
間
で
最
も
自
殺
が

多
い
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し

て
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
自
殺
者
数
は
、
全

国
で
２
万
７
８
５
８
人
、
茨
城
県

で
も
６
２
７
人
と
多
く
、
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
は
、
自

分
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
追
い

込
ま
れ
た
結
果
、
起
き
て
し
ま

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
殺
の
背
景
に
は
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
患
っ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
適
切
な

治
療
や
休
息
、
問
題
の
解
決
に

よ
り
自
殺
と
い
う
悲
し
い
選
択

       自殺のサイン（自殺予防の10か条）
  1 うつ病の症状が目立つ（気分が沈む、不眠など）
  2 原因不明の身体の不調が長引く
  3 酒量が増す
  4 安全や健康が保てない
  5 仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする
  6 職場や家庭でサポートが得られない
  7 本人にとって価値あるもの（地位、家族など）を失う
  8 重症の身体の病気にかかる
  9 自殺を口にする
10 自殺未遂を頻繁にする
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国
民
年
金
後
納
制
度

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

【
将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ

ま
す
】

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。ま
た
、年
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
後
納
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ

の
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で

き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の「
使

用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま

れ
た
方
で
、
平
成
16
年
４
月
以

降
分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付
書

に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平

成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、使
用
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
方
が
、平
成
26
年

４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、新
た
な
加
算
額
に
よ

る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で

「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保

険
料
は
、
10
年
を
超
え
る
た
め

平
成
26
年
４
月
以
降
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

○
後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付

書
の
再
発
行
の
お
問
合
せ
は
…

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
︲
０
１
１
︲
０
５
０

・
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
…

☎
０
３
︲
６
７
３
１
︲
２
０
１
５

〈
受
付
時
間
〉

・
月
曜
日
： 

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

・
火
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

稲
敷
市
が
け
地
崩
壊
対
策
事
業

　
　

補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定

急
傾
斜
地
の
崩
壊
や
が
け
崩
れ

か
ら
住
民
の
生
命
財
産
を
自
ら

の
手
に
よ
り
守
り
、
安
全
で
住

み
よ
い
環
境
の
確
立
を
図
る
た

め
の
補
助
金
制
度
が
平
成
25
年

4
月
1
日
に
施
行
に
な
り
、
1

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の

制
度
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ご
活
用
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
が
け
地
（
傾
斜
度

30
度
を
超
え
、
高
さ
5
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
自
然
な
傾
斜
地
）

の
危
険
な
区
域
（
が
け
の
上
に

あ
っ
て
は
、
が
け
の
上
端
か
ら

高
さ
の
1
・
０
倍
、
が
け
の
下

に
あ
っ
て
は
、
が
け
の
下
端
か

ら
高
さ
の
２
・
０
倍
）で
す
。こ

の
対
象
区
域
で
、
す
で
に
居
住

し
て
い
る
建
築
物
の
所
有
者
、

ま
た
は
土
地
の
所
有
者
が
、
が

け
地
の
崩
壊
対
策
事
業
（
建
築

基
準
法
に
適
合
す
る
擁
壁
設
置

工
事
）
を
行
う
場
合
に
対
し
、

補
助
金
交
付
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、予
算
の
範
囲
内（
対

象
工
事
費
用
の
２
分
の
１
の
額
、

限
度
額
１
０
０
万
円
）
で
補
助

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
建
設
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
５
５
１
０
・
５
５
１

１
）

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
の
改
正

　

  

市
県
民
税
／
固
定
資
産
税

◆
前
納
報
奨
金
制
度
と
は
…

戦
後
の
不
安
定
な
経
済
状
況
の

な
か
、
税
収
の
早
期
確
保
と
自

主
納
税
の
意
欲
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
て
昭
和
25
年
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
、
第
1
期
の
納

期
限
内
に
年
税
額
を
一
括
し
て

納
付
し
た
場
合
に
報
奨
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

【
改
正
内
容
】

・
市
県
民
税
：
平
成
26
年
度
か

ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

・
固
定
資
産
税
：
平
成
26
年
度

か
ら
限
度
額
10
万
円
か
ら
５
万

円
に
改
正
さ
れ
、
平
成
27
年
度

か
ら
交
付
率
が
1
％
か
ら
０
・

５
％
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
の
理
由
】

①
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
口
座
振
替

制
度
に
よ
り
、
納
税
意
識
の
高

揚
な
ど
創
設
さ
れ
た
当
初
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
。

②
市
県
民
税
に
お
い
て
、
特
別

徴
収
（
給
与
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
で
は
制
度
の
利
用
を
受

け
ら
れ
ず
普
通
徴
収
と
の
不
公

平
感
が
あ
る
こ
と
。

③
削
減
し
た
財
源
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
活
用
す
る
た
め
。

《
口
座
振
替
で
一
括
払
い
の
方

へ
》

今
ま
で
通
り
一
括
で
引
き
落
と

し
す
る
場
合
に
は
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民
税

の
前
納
報
奨
金
が
廃
止
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
期
別
払
い
に
変

更
す
る
場
合
に
は
申
込
金
融
機

関
で
第
１
期
の
納
期
限
（
市
県

民
税
は
６
月
末
）
の
１
か
月
前

ま
で
に
変
更
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
制

度
の
改
正
に
ご
理
解
を
頂
く
と

と
も
に
、
今
後
も
市
税
の
納
期

内
に
お
け
る
納
付
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０

結
婚
な
ど
に
よ
り
氏
名
や
本
籍

県
名
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ま
で
「
記
載
事
項
の

訂
正
」
申
請
が
で
き
ま
し
た
が
、

旅
券
法
改
正
に
よ
り
こ
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
平
成
26
年
３
月

20
日（
木
）か
ら「
記
載
事
項
変

更
旅
券
」
と
い
う
新
た
な
方
式

で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
訂
正
旅
券
は
、
申
請

者
が
お
持
ち
の
有
効
な
パ
ス
ポ

ー
ト
の
追
記
ペ
ー
ジ
に
訂
正
内

容
を
ス
タ
ン
プ
と
タ
イ
プ
印
字

に
よ
り
記
載
す
る
も
の
で
す
が
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
「
基

礎
支
援
金
」、「
加
算
支
援
金
」
の

申
請
期
間
が
再
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

▽
申
請
期
間
：
平
成
27
年
４
月

10
日
ま
で

３
月
20
日
か
ら
は
、
お
持
ち
の

パ
ス
ポ
ー
ト
を
返
納
い
た
だ
き
、

有
効
期
限
満
了
日
が
同
一
と
な

る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
し
く
発
行

す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請・

受
領
は
住
民
登
録
の
あ
る
市
町

村
窓
口
（
稲
敷
市
役
所
江
戸
崎

庁
舎
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
）で
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
９
５
０・２
９
５
１
）

・
茨
城
県
旅
券
室　
☎
０
２
９

︲
２
２
６
︲
５
０
２
３

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
０
５・

３
２
０
６
）

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
受
付
の
一
部
変
更

　
氏
名
や
本
籍
県
名
が
変
更
に
な
る
場
合

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
再
延
長

　
「
基
礎
支
援
金
」
／
「
加
算
支
援
金
」

・
第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

※
お
問
合
せ
の
際
は
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７

時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２
９

︲
８
２
４
︲
７
１
２
１
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健
康
食
品
に
は
、
国
が
機
能
な

ど
の
表
示
を
許
可
し
て
い
る
保

健
機
能
食
品
（
ト
ク
ホ
や
栄
養

機
能
食
品
）
と
、
許
可
し
て
い

な
い
「
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
」

が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
食
品
は
そ
の
名
前
と
、

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
の
形
か
ら
、

薬
と
混
同
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
健
康
食
品
は
あ
く
ま
で

食
品
で
、
薬
の
よ
う
に
身
体
を

治
癒
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
特
定
の
成
分
が
濃
縮
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
常
食
べ

て
い
る
食
品
よ
り
身
体
へ
の
作

用
が
強
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。食
品
な
ら
沢
山
食
べ
て

も
大
丈
夫
と
自
己
判
断
す
る
こ

と
も
危
険
で
す
。医
薬
品
を
服

用
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
薬
と

の
飲
み
合
わ
せ
で
副
作
用
が
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
医
薬
品
の
場
合
、
正
し
く
使

用
し
て
重
大
な
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、「
医
薬
品
副
作
用
被

害
救
済
制
度
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
健
康
食
品
に
は

そ
う
い
っ
た
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
効
果
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な

宣
伝
文
句
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
医

薬
品
と
の
併
用
は
さ
け
、
身
体

に
不
調
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
中

止
し
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
食
品
に
関
す
る
基
礎
知

識
や
成
分
に
関
す
る
安
全
性
・

有
効
性
に
つ
い
て
は
、（
独
）国

立
健
康
・
栄
養
研
究
所
「
健
康

食
品
」
の
安
全
・
有
効
性
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

 

設
置
費
補
助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制

を
図
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
用

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新

た
に
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、

設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

申
請
は
、
４
月
１
日
か
ら
生
活

環
境
課
窓
口
で
受
付
け
ま
す
。

○
申
込
み
で
き
る
方

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
目

的
で
住
宅
を
購
入
す
る
方
で
補

助
金
交
付
時
に
お
い
て
現
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方

②
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
お
よ
び
自
ら
居
住
す
る
た
め

に
市
内
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
済
み
住
宅
を
購
入
す
る

方③
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
発

電
に
よ
る
余
剰
電
力
の
買
取
り

に
係
る
契
約
を
電
気
事
業
者
と

締
結
す
る
方

④
同
一
世
帯
に
市
税
の
滞
納
者

が
い
な
い
方

○
補
助
金
額

１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
５
万
円
（
上
限

20
万
円
・
４
ｋ
Ｗ
）

○
受
付
窓
口

生
活
環
境
課（
桜
川
庁
舎
）

○
注
意
点

市
か
ら
補
助
金
交
付
決
定
通
知

前
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
工
事
を
開
始
し
た
場
合
に

は
、
補
助
金
の
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

健
康
食
品
と
医
薬
品

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

不
動
産
公
売
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

・
稲
敷
市
納
税
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
２
）

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▽
日
時
：
平
成
26
年
３
月
４
日

（
火
）午
後
０
時
50
分
〜

▽
場
所
：
茨
城
県
水
戸
合
同
庁

舎
２
階
大
会
議
室
（
水
戸
市
柵

町
１
︲
３
︲
１
）

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
公
売
不
動
産
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
茨
城
県
租
税
債
権

管
理
機
構
事
務
室
お
よ
び
稲
敷

市
役
所
納
税
課
で
公
売
参
加
の

ご
案
内
を
無
料
配
布
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
茨
城
租
税
債
権
管
理

機
構
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.
ibaraki-sozei.jp/

）で
も
、詳

し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構　

☎
０
２
９
︲
２
２
５
︲
１
２
２

１

医療保険で出来る訪問マッサージのご案内
お試しで１度『無料体験マッサージ』をしてみませんか？
患者様やご家族のご質問、
ご希望をお伺いいたします。

国家資格を持ったあん摩マッサージ指圧師
による体験マッサージをしていただきます。

１割から３割の自己負担で
マッサージが受けられます。

訪問マッサージ　はなみずき　株式会社　シルバーサポート

お問合せ等お気軽に
お電話ください。

〒３０１－０８５３ 龍ケ崎市松ケ丘３－１５－４
TEL 0297(63)2038 ／ 携帯 080(4345)7173

　ENGLISH IS THE FUTURE
　　　　地元で英語を習ってみませんかＩ♥ ENGLISH

・「苦手」な方も楽しくできる会話
・TOEFL、TOEIC、英検、留学
 海外旅行、転職の準備
・教員・会社員のスキルアップ講習
 （職場、ご自宅にも出張可能）

・1才からの幼児ENGLISH（土曜日の午後）
・便利な10回チケット（別途費用なし）
・ご要望、ご予算とレベルに合わせたマイペ
 ースガイダンスで不安なく続けられます
・1回＝60分 500～4,000円（プランによる）

お問合せ： 江戸崎外国語センターで（検索） tel.029-892-3526（ドリス）

※ 随時体験レッスンはお気軽にどうぞ。ドイツ語、翻訳、通訳、国際交流、
　 ライフスタイルなどもご相談ください。（日本語O.K）

売却区分番号 物件情報 見積価格 公売保証金

25-164

（土地）
所在：稲敷市柴崎字寺地　地番：255番1
地目：畑　地債：461㎡
所在：稲敷市柴崎字寺地　地番：255番2
地目：畑　地債：391㎡
所在：稲敷市柴崎字寺地　地番：256番1　
地目：宅地　地債：483.37㎡

（建物）
所在：稲敷市柴崎字寺地255番地3・256番
地合併　家屋番号：256番の2　種類：居宅
構造：木造瓦葺平家建　床面積：75.20㎡

627万円 63万円

市
へ
の
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
お
よ
び
市
内
学
校
へ
各
会

社
・
団
体
よ
り
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
松
原
建
設
株
式
会
社
（
代
表

取
締
役
会
長 

佐
川
信
夫
）

稲
敷
市
立
中
学
校
へ
各
校
５
０

０
万
円
の
教
育
備
品
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
株
式
会
社
い
ず
み
や
（
代
表

取
締
役 

村
松
卓
）

稲
敷
市
立
浮
島
小
学
校
へ
１
０

０
万
円
の
図
書
お
よ
び
遊
具
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
江
戸
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

新
庁
舎
置
き
時
計
購
入
資
金
お

よ
び
福
祉
関
連
事
業
資
金
と
し

て
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

△松原建設株式会社 様△株式会社いずみや 様△江戸崎ロータリークラブ 様
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春
の
火
災
予
防
運
動

　

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
務
関
係
無
料
相
談
会

　

社
会
保
険
労
務
士
が
お
受
け
し
ま
す

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰

　

稲
敷
市
か
ら
５
名
が
表
彰

３
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）

ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
発
生
し
ま
す
。火
の

取
り
扱
い
に
は
充
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。ご
家
族
や
近
所
の

方
々
と
災
害
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
何
か
あ
っ

た
ら
助
け
合
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
、
落
ち
着
い
て
行
動

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
の
、
労

使
関
係
ト
ラ
ブ
ル（
雇
用
、
解
雇
、

就
業
規
則
、休
日
・
休
暇
、セ
ク
ハ

ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
、賃
金
、労
災
・
年

金
な
ど
労
働
問
題
全
般
）
に
関
す

る
無
料
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士

が
お
受
け
し
ま
す
。

１
月
22
日
、県
庁
に
お
い
て
茨
城

県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、稲
敷
市
統
計
調
査
員
の
５

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査

に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

■
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調
査

統
計
審
議
官
感
謝
状

福
田 

和
美 

氏（
椎
塚
）

■
県
知
事
表
彰

根
本 

幸
宜 

氏（
橋
向
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

新
橋 

三
郎 

氏（
沼
田
）

■ 

問
合
せ
先

・
江
戸
崎
消
防
署　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
１
２
３
８

・
江
戸
崎
消
防
署
桜
東
分
署　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
２
０

・
龍
ヶ
崎
消
防
署
新
河
分
署　

☎
０
２
９
７
︲
８
４
︲
０
１
１
９

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
開
催
日
：
３
月
25
日（
火
）（
場

所
：
江
戸
崎
公
民
館
）、
４
月
22

日（
火
）（
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
）

▽
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
対
象
：
市
内
企
業
経
営
者
お
よ

informationくらしと情報

▽
日
時
：
毎
週
水
曜
日　
午
前

９
時
30
分
〜
午
前
10
時
30
分　

▽
会
場
：
江
戸
崎
体
育
館
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室 

▽
月
会
費
：
２

０
０
０
円　
▽
持
ち
物
：
シ
ュ

ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ
ル
な
ど

●
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
同
好
会　
伊
藤　
☎
０

９
０
︲
６
０
０
５
︲
６
７
８
０

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、請
求

手
続
き
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
3
月
13
日
（
木
）
／

４
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時（
予
約
制
）

▽
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
（
年
金

請
求
書
の
記
入
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
）・
年
金
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
や
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
な
ど
の
他
年
金
に

関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

国
家
公
務
員
募
集

人
事
院
関
東
事
務
局

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
／
大

卒
程
度
試
験
）】

▽
受
付
期
間
：
４
月
１
日（
火
）

〜
４
月
８
日
（
火
）　

▽
第
１

次
試
験
日
：
４
月
27
日
（
日
）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
者
試
験
）】

▽
受
付
期
間
：
４
月
９
日（
水
）

〜
４
月
21
日
（
月
）　

▽
第
１

次
試
験
日
：
６
月
15
日（
日
）

【
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）、

一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験
）】

▽
受
付
期
間
：
６
月
23
日（
月
）

〜
７
月
２
日
（
水
）　

▽
第
１

次
試
験
：
９
月
７
日（
日
）

●
人
事
院
関
東
事
務
局　
☎
０

４
８
︲
７
４
０
︲
２
０
０
６

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
航
空
ジ
ャ
ン
ク
市

▽
日
時
：
３
月
８
日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
／
９
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
費
用
：
入
館
料
の
み

▽
内
容
：
大
変
好
評
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
で
、
普
段
あ
ま
り
お
目

に
か
か
れ
な
い
航
空
部
品
や
航

空
機
模
型
、
エ
ア
ラ
イ
ン
グ
ッ

ズ
な
ど
を
格
安
で
販
売
い
た
し

ま
す
。

■
や
さ
し
い
航
空
の
は
な
し

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
お
は
な
し
」

▽
日
時
：
３
月
23
日
（
日
）
午

後
１
時
か
ら

▽
費
用
：
入
館
料
の
み

▽
内
容
：
航
空
機
の
運
航
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
、
飛
行
機
を
操
縦
し
て
い

る
方
の
講
演
会
で
す
。業
務
内

容
や
体
験
談
な
ど
あ
ま
り
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
生
の
声
な
の

で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
し
て

い
る
方
は
特
に
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

江
戸
崎
総
合
高
等
学
校

演
劇
・
吹
奏
楽
発
表
会

▽
日
時
：
３
月
23
日
（
日
）
午

後
１
時
開
場　
▽
開
演
：
午
後

１
時
30
分
〜　
演
劇
部
自
主
公

演 

／ 

午
後
３
時
〜　
吹
奏
楽

部
セ
カ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
（
ゲ

ス
ト
：
美
浦
村
美
浦
中
学
校
吹

奏
楽
部
）　

演
奏
曲
目
：
嵐
メ

ド
レ
ー
、レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
、ハ

イ
ラ
イ
ト
、
ほ
か　
▽
場
所
：

江
戸
崎
公
民
館　

▽
主
催
：
県
立
江
戸
崎
総
合
高

等
学
校

▽
後
援
：
茨
城
県
吹
奏
楽
連
盟

●
県
立
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校

（
藤
曲
・
辰
巳
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
１
０
３

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
講
習
会

地
域
に
運
動
す
る
楽
し
み
の
輪

を
広
げ
よ
う
と
「
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
の
初
心
者
講
習
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。元
全
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
・
ミ
ズ
ノ（
株
）沼
崎
優

子
さ
ん
を
招
き
、
小
学
生
・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
の
方
も
一

緒
に
体
験
で
き
る
初
心
者
向
け

の
講
習
会
で
す
。正
し
い
ラ
ケ

ッ
ト
の
使
い
方
な
ど
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
も
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

道
具
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
3
月
16
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
３
時　
▽
会
場
：
美

浦
村
光
と
風
の
丘
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　
▽
参
加
費
：
３
０
０

円（
保
険
料
込
）

▽
主
催
：
美
浦
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
美
浦
ジ
ュ
ニ
ア　
小
柳　
☎

０
９
０
︲
１
０
４
８
︲
４
３
１

５
社
会
人
ゴ
ル
フ
選
手
権

参
加
者
募
集

第
21
回
稲
敷
地
区
社
会
人
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

▽
開
催
日
：
４
月
２
日（
水
）

▽
会
場
：
セ
ベ
・
バ
レ
ス
テ
ロ

ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ　
▽
主
催
：

稲
敷
地
区
８
ゴ
ル
フ
場　
▽
後

援
：
稲
敷
地
区
５
市
町
村　
▽

参
加
費
：
３
０
０
０
円　
▽
プ

レ
ー
費
：
９
３
０
０
円
（
セ
ル

フ・昼
食
付
）　
▽
申
込
締
切
：

３
月
２
日
（
土
）　

▽
使
用
テ

ィ
：
一
般
の
部
（
青
マ
ー
ク
）、

シ
ニ
ア
の
部（
白
マ
ー
ク
）、
女

子
の
部（
赤
マ
ー
ク
）

▽
そ
の
他
：
組
合
せ
、
競
技
規

則
な
ど
は
参
加
申
込
さ
れ
た
方

に
後
日
送
付
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
ゴ
ル
フ
部　
稲
葉　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
１
５

３「
子
育
て
マ
マ
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
」参
加
者
募
集

産
後
の
体
力
回
復
や
体
の
機
能

回
復
と
育
児
の
ス
ト
レ
ス
解
消

を
目
的
と
し
た
、心
身
共
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
・
ダ
ン
ス
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
と

て
も
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
、小
さ
い

お
子
様
連
れ
の
方
で
も
安
心
し

て
参
加
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す

次
の
日
程
で
固
定
資
産
の
縦

覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

４
月
１
日
（
火
）
〜
４
月
30
日

（
水
）（
平
日
の
み
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所

税
務
課
窓
口（
桜
川
庁
舎
）

▽
縦
覧
で
き
る
方

稲
敷
市
の
固
定
資
産
税（
土
地・

家
屋
）の
納
税
者
。ま
た
は
、納

税
者
か
ら
委
任
さ
れ
た
方
。

　
土
地
の
み
の
納
税
者
は
土
地
、

家
屋
の
み
の
納
税
者
は
家
屋
、

両
方
の
納
税
者
は
両
方
の
帳
簿

の
縦
覧
が
可
能
で
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
方

縦
覧
で
き
る
方
と
同
様
。

※
た
だ
し
、
自
己
の
資
産
の
み
。

ま
た
、借
地
人
、借
家
人
、賦
課

期
日
後
の
所
有
者
（
所
有
権
移

転
）も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

【
必
要
書
類
】

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
（
納
税
通
知
書
・
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
本
人
以
外
の
場
合
は
、
納
税

者
か
ら
の
委
任
状
や
賃
貸
借
契

約
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
６・４
５
０
７
）

坪
井 

恒
雄 

氏（
下
太
田
）

鳥
羽 

文
雄 

氏（
伊
佐
部
）

び
勤
務
す
る
方
の
労
働
ト
ラ
ブ

ル
な
ど

▽
相
談
料
：
無
料

※
そ
の
他
：
開
催
日
当
日
の
電

話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
（
江

戸
崎
公
民
館
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
４
１
１
０
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

▷
市
統
計
調
査
員
協
議
会 
森

永
会
長（
左
か
ら
２
番
目
）と
受

賞
者
の
皆
さ
ん
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情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  mobile/page/dir000035.html
Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

稲敷市くらしの便利帳ができました。
2月中には各家庭に配布されます。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
　tel.029-892-2000（内線2400）

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：3月23日（日）　午後1時～4時　▽場所：あずま生涯
学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。年
齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナ
ップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）
をお持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け
付けます。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2601）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月～金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時～午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：3月19日（水）　午前10時～正午、午後1時～3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

稲敷市くらしの便利帳

市
長
の
動
向
（
１
月
）

６
日
：
御
用
始
め

８
日
：
千
鳥
会
（
水
戸
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
）

９
日
：
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
会
議
（
江
戸
崎
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

10
日
：
明
日
の
茨
城
づ
く
り

新
春
の
集
い
（
水
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
）

11
日
：
消
防
出
初
式
（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
／

新
利
根
地
区
区
長
会
行
政
懇

談
会（
新
利
根
庁
舎
）

12
日
：
成
人
式
（
江
戸
崎
体

育
館
）
／
沼
田
台
地
区
新
春

懇
談
会

14
日
：
賀
詞
交
歓
会
（
江
戸

崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

17
日
：
液
状
化
対
策
委
員
会

（
東
庁
舎
）
／
職
員
提
案
制

度
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
江
戸
崎
庁
舎
）

19
日
：
商
工
会
新
春
講
演
会

（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）
／
上
蒲
ヶ
山
地
区
新
春

懇
談
会

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

22
日
：
稲
敷
地
域
ア
グ
リ
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
あ
ず
ま
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
）

24
日
：
介
護
予
防
研
修
会（

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

／
県
市
長
会（
京
成
ホ
テ
ル
）

26
日
：
村
田
地
区
新
春
懇
談

会27
日
：
地
域
農
業
再
生
協
議

会
臨
時
総
会（
東
庁
舎
）

28
日
：
民
生
委
員
・
児
童
委

員
退
任
者
感
謝
状
伝
達
式

（
江
戸
崎
公
民
館
）
／
稲
敷

広
域
事
務
組
合
管
理
者
等
会

議
・
稲
敷
広
域
事
務
組
会
広

域
化
協
議
会
・
龍
ケ
崎
衛
生

組
合
管
理
者
等
会
議
（
竜
ケ

崎
消
防
署
）

30
日
：
東
地
区
区
長
会
行
政

懇
談
会（
東
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

3月  6日（木） 桜川庁舎 弁護士
3月13日（木） ふれあいセンター
3月20日（木） 江戸崎公民館 弁護士
3月27日（木） 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：3月11日（火）　午前10時～午後4時　　▽場所：各
公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
▽日時：3月14日（金）　午後1時～5時（午前中はグループ
ミーティング実施）　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：3月26日（水）午前10時～11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：3月26日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

3月18日（火）　江戸崎庁舎／ 3月19日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝3月10日（月）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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3月  2日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
3月  9日（日） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
3月16日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
3月21日（金） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
3月23日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
3月30日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
4月  6日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
4月13日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
▽診療時間：午前9時～午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

稲敷地域小児救急輪番制

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

火 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時～9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時～9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時～5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時～正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午～午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時～
太極拳教室 3月12日（水）午後1時30分～
料理教室 3月24日（月）午前10時～
生花教室 3月27日（木）午前10時～
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：44,288人（-49）

　　男：21,937人（-14）

　　女：22,351人（-35）

世帯数：14,814世帯（13）

※2月1日現在

3月の納税
軽自動車税は、4月1日現
在で課税されます。所有し
なくなった場合は、3月29
日までに申請をおこなって
ください。（詳細はp7参照）

●小児輪番制事業では、月曜日の担当医療機関はありません
が、平成25年6月1日より東京医科大学茨城医療センターに
おいて月曜日夜間（午後6時～9時　祝日を除く）の小児救
急医療業務を行っております。詳細はお問い合わせください。

（東京医科大学茨城医療センター：Tel.029-887-1161）

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出  -

基準値内のもの  -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.063 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.072
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.106 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.097 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.069 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.079
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.064
太田小学校 校庭中央 50cm 0.076 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.088 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.061 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.083 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.076
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.062
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.088 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.065 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.098 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.092 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.096 
東中学校 校庭中央 1m 0.092 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.095 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.101 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.082 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.072 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.083 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.096

各体育施設、公園（1月23日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.120 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.110 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.150 
沼田野球場 野球場 1m 0.130 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.110 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.100 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.110 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.070
東グラウンド 野球場 1m 0.120 
白鷺球場 野球場 1m 0.090 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.120 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.120 
堂前公園 公園中央 50cm 0.110 
和田公園 公園中央 50cm 0.110 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.150 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.140 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.150 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.100 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 工事中 

各小・中学校、幼稚園（2月3日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.090 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.092 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.069 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.064 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.061 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.092 

食品放射性物質測定結果（1月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（1月22日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）
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で・き・ご・と
1-2月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）
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江
戸
崎
地
区
豆
ま
き
巡
り

２
月
３
日
の
節
分
の
日
に
、
江
戸
崎
地
区
恒
例
の
「
豆
ま
き
巡

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。豆
ま
き
の
か
け
声
は「
福
は
内
」「
鬼
は

外
」と
２
回
ず
つ
唱
え
て
、最
後
は「
福
は
内
」と
唱
え
ま
す
。

　
ま
た
、商
店
街
の
有
志
の
手
に
よ
り
、福
豆
・
開
運
マ
ス
の
配

布
や
、不
動
院
で
の
夜
市
、芸
座
の
披
露
、お
汁
粉
・
甘
酒
・
豚

汁
の
無
料
配
布
な
ど
様
々
な「
お
も
て
な
し
」企
画
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

6 

大
杉
神
社
節
分
祈
願
祭

2
月
3
日
、大
杉
神
社
で
は
節
分
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
司
の
か
け
声
と
と
も
に
、
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
十
二
座
神
楽

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

7 

老
人
ク
ラ
ブ
福
祉
芸
能
大
会

2
月
7
日
、江
戸
崎
公
民
館
に
お
い
て
、稲
敷
市
福
祉
・
芸
能
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
た
く

さ
ん
の
来
場
者
の
前
で
気
持
ち
よ
く
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

8 

稲
四
季
弁
当
〜
冬
の
巻
〜
松
花
堂
弁
当

２
月
２
日
、え
ど
さ
き
笑
遊
館
に
お
い
て
、稲
四
季
弁
当「
冬
の

巻
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。今
回
初
め
て
プ
ロ
の
シ
ェ
フ

に
よ
り
、
稲
敷
の
食
材
が
フ
レ
ン
チ
・
イ
タ
リ
ア
ン
風
の
松
花

堂
弁
当
に
な
り
、参
加
さ
れ
た
約
40
人
が
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

9 

星
空
観
望
会

2
月
７
日
、桜
川
中
学
校
天
体
ド
ー
ム
で
約
23
名
の
方
が
参
加
し
、

星
空
観
望
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空

の
た
め
、
月
と
木
星
の
み
の
観
察
で
し
た
が
、
初
め
て
見
る
天
体

ド
ー
ム
に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

１ 

稲
敷
市
賀
詞
交
歓
会

１
月
14
日
、
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
稲
敷
市

賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。葉
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
、

細
谷
典
幸
県
議
会
議
員
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、市
役
所
関
係
者・

企
業
・
団
体
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

２ 

介
護
予
防
研
修
会

１
月
24
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
所
圭
吾

先
生（
理
学
療
法
士
）に
よ
る「
知
っ
て
お
き
た
い
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
〜
膝
痛
・
腰
痛
を
中
心
に
〜
」と
題
し
た
、介
護
予
防
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
１
９
０
名
の
皆
さ
ん

は
、
講
師
の
楽
し
い
講
話
や
実
際
に
体
を
動
か
し
て
、
介
護
予

防
や
健
康
に
生
活
す
る
た
め
の
知
識
を
高
め
ま
し
た
。

３ 

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
で
餅
つ
き

1
月
16
日
、
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
で
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。園
児
た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
声
を
掛
け
合
い
、

先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
紅
白
の
餅
を
つ
き
ま
し
た
。つ
き
あ
が

っ
た
餅
は
元
気
で
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
な

ら
せ
餅
と
し
て
、餅
を
木
の
枝
に
な
ら
せ
ま
し
た
。

４ 

江
戸
崎
小
学
校
３
年
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
島
神
社
で
豆
ま
き

江
戸
崎
小
学
校
３
年
生
が
授
業
の
一
環
と
し
て
「
豆
ま
き
」
を

体
験
し
ま
し
た
。地
元
商
工
会
の
方
か
ら
江
戸
崎
地
区
の
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
風
習
・
伝
統
文
化
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、
鹿
島

神
社
の
境
内
で
力
い
っ
ぱ
い
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。最
後
に
差

し
入
れ
の
水
よ
う
か
ん
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
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社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成26年 3月号　2021　広報稲敷 平成26年 3月号

　　　　出前福祉

　　　善意銀行運営事業
市民の皆さまからの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、11月28日～1月27日）

【寄付金】
ひまわり会　フォークダンス「マイム」　一般社団法人日本ゴルフツアー機構　株式会社平和　いなしき大学　
稲敷市内郵便局　うぐいすの会　新利根区長OB 新友会　匿名2件

　　　歳末たすけあい募金

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付

下記団体から、歳末助けあい募金にご協力頂きました。（敬称略・順不同、12月1日～12月31日）
【募金団体名】　舞島流舞踊連合会

市民の皆さまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに
買い取ってもらい換金されたのち、県内のボランティア活動支援のために役立てられます。
ご協力ありがとうございました。（敬称略・順不同、11月28日～1月27日）
藤本かつ子　赤井みい子　川口清　内藤商店　山科鋼材株式会社　タビックスジャパン竜ヶ崎支店　稲敷市役所

市内学校および市民団体を対象にボランティア講師の紹介・斡旋をおこ
ない、車いす体験や高齢者疑似体験、視覚障がい者体験をおこなってい
ます。今回、新たに小学生用の高齢者疑似体験教材を社協会費にて８セ
ット購入させていただきました。この教材は、ゴーグル、ベルト、ウェイ
トなどで高齢者の日常生活を実感できるものです。
　疑似体験により高齢者の方々への気遣い、助け合いの心をもった、『や
さしい社会』『やさしい人材』のきっかけになる教材です。
　貸出のみも行っておりますのでお問い合わせください。

　　　日常生活自立支援事業

判断能力が十分でないため、福祉サービス利用の手続きや、日常的な金銭管理が困難な方に対し、住み慣れた地域で安心して
暮らしせるよう援助・支援を基本とする事業です。

利用に当たっては、社会福祉協議会の専門員が利用者本人と面接をし、援助の必要性や本人の利用意思を確認します。その上
で、社会福祉協議会との契約により、サービスが開始されます。
※ 判断能力が低下し、契約が結べない状況になった場合には、法的な支援（成年後見制度）に移行されるようになります。

相談は無料ですが、サービス利用については下記の料金がかかります。
　　福祉サービスの利用援助・日常的な金銭管理 １時間あたり900円
　　書類等預かりサービス １か月あたり500円

◆福祉サービスの利用のお手伝い
　◇福祉サービスを利用したり、止めたりする相談・情報の提供や手続き
　◇福祉サービスの利用料の支払い
　◇福祉サービスについての苦情解決制度の利用手続き
◆日常的なお金の出し入れのお手伝い
　◇年金や福祉手当の受領に必要な手続き
　◇医療費の支払い
　◇税金や社会保険料・公共料金の支払い
　◇支払いに必要な預貯金の払戻しや解約・預け入れの手続き
◆日常生活に必要な事務手続きのお手伝い
　◇住宅改修や住居家屋の賃借に関する情報提供相談
　◇住民票の提出に関する手続き
　◇商品購入に関する簡易な苦情処理制度（クーリングオフなど）の利用手続き
◆大切な書類等のお預かり
　◇銀行等の貸金庫を利用して、年金証書、通帳、権利証、契約書類、保険証書、実印、銀行印などのお預かり

　　　　　　　　　　　　　　・認知症や物忘れのある高齢者
親族の支援を得られない　　　・知的障害のある方
　　　　　　　　　　　　　　・精神障害のある方　　　　　　　※ 診断や手帳の有無は関係ありません

【日常生活自立支援事業とは？】

【申込の流れ】

【利用料金】

【サービス内容】

【対象者】

｛



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
  　

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成26年 3月号　2223　広報稲敷 平成26年 3月号

　　 あ い ア イ
〜 『大きくなったね！コンサート♪』 〜
みんな本当に大きくなりましたね。荒
巻シャケさんのコンサートで、笑顔
いっぱいの時間を過ごしましょう。
▽日時：3月25日（火） 午前10時～
▽場所：あいアイ　▽申込：あいアイ
までお電話ください。

〜 成長カード作り
　　 ＆大きくなったねパーティー 〜
楽しく遊んだセンター、みんなの成長
を喜びながら、今年度最後のお楽しみ
会をします♪
▽日時：３月19日（水）午前10時15分
～　▽場所：センターつばさ

　　 つばさ・ひまわり
〜 おやつ作り 〜
お子さんと一緒におやつを作ってみま
せんか。
　みんなで食べるおやつは、とっても
おいしいですよ♪
▽日時：3月13日（木）午前10時30分
～　▽申込：こうだまでお電話ください。

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜3月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
  6日（木） ベビーマッサージ（3か月～）
12日（水） ママと遊ぼう（お座り～1歳頃）

18日（火） あいアイ広場“作ろう♪思い出の身長計”
19日（水） ベビーマッサージ（3か月～）
20日（木） 3月生まれのお誕生会

【つばさ】
  3日（月） お誕生会＆ひなまつりパーティー
  7日（金） norinori ☆イングリッシュ
10日（月）～14日（金） 思い出のフォトフレーム作り
12日（水） 赤ちゃん集まれ！（首座り～１歳頃まで対象）

【ひまわり】
  5日（水） お誕生会＆ほっこりキャンドルライト作り
12日（水） 思い出のフォトフレーム作り
14日（金） 赤ちゃん集まれ！思い出のフォトフレーム作り 
 　　　　　　　　（首座り～１歳頃まで対象）
27日（木） エアロビクスでリフレッシュ

【こうだ】
  6日（木） 手作りおもちゃ
20日（木） 思い出のフォトアルバム
27日（木） お楽しみ会

専門医による講話を下記のとおり行いますので、病気の予防にお役立てください。
お申し込みは、電話にて健康増進課までお願いします。（定員あり）

【女性の健康教室】
テーマ：「子宮がんと子宮の病気のこと」
子宮頸がんは20 ～ 30歳代の女性に最も多いがんです。
　検診で早期に異常を発見することが大切です。
　　自分のからだを守るため、
　　　　病気への理解を深めましょう。
▽日 時：3月6日( 木)
　　　　午後1時30分～ 3時20分
　　　　（受付 午後1時～）
▽場 所：稲敷市ふれあいセンター
　　　　（伊佐津3239 - 1）
▽講 師：はなみずきクリニック院長　高山 典子　医師

【慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防教室】
慢性腎臓病は今、成人の8人に1人と、新しい「国民病」と
もいわれています。
　腎臓の障害は初期では自覚症状に乏しく、気づかないま
ま進行してしまい、透析や心臓病につながることもあります。
　病気について知り、早めの対策をしましょう。
▽日 時：3月12日（水）
　　　　午後2時～ 3時45分
　　　　（受付 午後1時30分～）
▽場 所：江戸崎保健センター
　　　　（江戸崎甲1990）
▽講 師：あみ小林クリニック院長　　小林 和裕　医師

　　　対象の予防接種はお済みですか？　〜期限が迫っています〜

予　防　接　種　名 対　　　　象　　　　者 期　　　限

麻しん風しん混合ワクチン 平成19年4月2日～平成20年4月1日生れ（年長児） 平成26年3月31日まで

二種混合（ジフテリア・破傷風） 平成13年4月2日～平成14年4月1日生れ（小学6年） 13歳の誕生日の前々日まで

　　　健康教室のご案内

つばさ・ひまわり
手作りの豆入れで、
節分の鬼退治☆

「鬼は～外！福は～
内～！！」

あいアイ
親子クッキングで
お弁当＆ピザ作り！
　おいしかったね♪

こうだ
節分準備！　
鬼のお面とマスを作
りました。

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 3月分〜
【東保健センター】11日（火）、26日（水）
【桜川保健センター】13日（木）、27日（木）
☆ 開設時間：午前10時～午後3時

※各支援センターは午前９時から午後４時まで予約なしで遊べます。いつでもお待ちしています♬

上記の予防接種は、予診票を対象の方に送付してあります。
期日までに接種をしない場合は、任意接種となり費用は全額自己負担となります。
進学先などで接種状況を確認することがありますので、お早目の接種をお願いします。

★平成26年度「稲敷市すくすくカレンダー」について★
乳幼児健診や予防接種の案内です。3月中旬に、乳幼児のいるご家庭に郵送します。

※平成26年度「各種検診のお知らせ」は3月末に各戸配布いたします。



生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

 

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

広報稲敷 平成26年 3月号　2425　広報稲敷 平成26年 3月号

毎年恒例となったスキー教室が、
1月25日は江戸崎・桜川地区、2
月1日は新利根・東地区と2回に
分けて、福島県猪苗代スキー場で
開催されました。
　市内の小学生と保護者約330

江戸崎ドリームカップ

1月18日、19日に江戸崎総合運動公園
体育館において、第4回江戸崎ドリーム
カップが盛大に開催されました。
　ミニバスケットボール県内精鋭の男女
24チームが集結し、新チームとしての第
一歩を踏み出しました。
　結果は、男女ともに江戸崎ドリームが
準優勝となりました。

（男子結果）
優　勝： 真鍋
準優勝：江戸崎ドリーム
第３位：土浦二小
　　　  龍ヶ崎パイレーツ

（女子結果）
優　勝：真鍋
準優勝：江戸崎ドリーム
第３位：取手西、松前台

家庭教育学級子育て研修会　〜子育てで大事にしたいこと〜

1月18日、NPO 法人ひとまちねっとわーく理事長の小野起玄先生を
講師に迎え家庭教育学級子育て研修会を開催しました。
　研修会では市内各幼稚園、学校から23名の家庭教育学級生が参加
し、小グループに分かれて子育てについて話し合いました。
　また、講師の小野起玄先生からは、「体験で心を育てる」「コミュニ
ケーション能力を育てる」「親の後姿で子育てをする」について講話を
いただきました。
　参加した皆さまから、楽しく勉強になった、また続けたいとの感想
がありました。

▽上映日：8日（土）・9日（日）
■タクシードライバー（洋画：114分）
▽上映日：15日（土）・16日（日）
■ダヤンの冒険物語/ トリポカの謎１

（動画絵本：42分）
▽上映日：22日（土）・23日（日）

新刊図書
「冬眠する熊に添い寝してごらん」古
川日出男、「虎の尾」今野敏、「月光の誘
惑」赤川次郎、「天切り松闇がたり 第5
巻」浅田次郎、「手のひらの音符」藤岡
陽子、「美幸」鈴木おさむ、「ホーム」ト
ニ モリスン、ほか

新着CD（朗読CD）
「大江戸の民話」市川栄一、「美しい町」金
子みすゞ、「いっぽん桜」山本一力、ほか

くれます。とっても楽しいおはなしが
いっぱいです！
◇おはなしの木：15日（土）午後1時～
大型絵本：「くものすおやぶんとりも
のちょう」／エプロンシアター：「お
おきなかぶ」　ほか
◇図書館おはなし会：30日（日）午前
10時30分～
絵本：「きょうりゅうたちがかぜひい
た」、「はなをくんくん」　ほか

映画会　〜3月分〜
▽上映時刻：午後2時～　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■ホートン/ ふしぎな世界のダレダー
レ（アニメ：87分）
▽上映日：3月1日（土）・2日（日）
■釜石の“奇跡”/ 子どもたちが語る3・
11（ドキュメンタリー：49分）

市立図書館

３月の展示
“大人にも子どもにもおすすめの絵本”

絵本週間（3月27日～ 4月9日）にち
なみ、おすすめの絵本を紹介します。
　子ども達は絵本が大好きです。しか
し、絵本は子どもだけのものではあり
ません。大人が読んでも楽しむことが
でき、温かい気持ちにさせてくれます。
　文字や言語への興味や関心を育てた
り、想像力や豊かな表現力を引き出す
などたくさんの魅力をもつ絵本…。
　是非、展示コーナーで “感動の絵本”
に出合ってください。

おはなし会
ボランティアの皆さんが大型絵本やエ
プロンシアターなどのおはなしをして

新刊図書（写真左から）

「怒り 上／下巻」
吉田修一（中央公論新社）

「天使の子」
小手鞠るい（河出書房新社）

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、21 日（金）、25 日（火）
新利根・桜川公民館図書室
毎週月曜日、21 日（金）
■開館（室）時間：午前9時～午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時～午後7時

図書カレンダー   3月

スキー教室

名が参加し、子ども達の笑顔が、真っ白なゲレンデにも劣らないほど輝いていました。

△ボランティアさんが園児にエプロン
シアターを演じてみせてくれました
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津
）

青
鷺
に
鴉
・
小
鳥
を
從
え
て
冬
田
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー	

川
村
と
み（
堀
川
）

暁
の
浅
き
眠
り
を
掻
き
乱
す
目
覚
し
時
計
の
心
無
き
か
な	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

春
近
き
兆き
ざ

し
告
げ
る
か
秋
植
の
球
根
の
芽
は
あ
ち
こ
ち
に
出
ず	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

川
の
面
は
鏡
の
如
く
明
け
初
め
て
初
日
満
ち
た
り
わ
が
故
郷
に	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

語
彙
ひ
と
つ
さ
が
し
ゐ
る
辞
書
に
興
そ
そ
る
言
葉
の
あ
れ
ば
寄
り
道
た
の
し	

小
泉
實（
福
田
）

「
数
年
ぶ
り
障
子
張
り
替
え
て
明
る
し
」と
日
記
に
遺
る
母
の
筆
跡	

板
橋
道
子（
福
田
）

今
年
こ
そ
薬
離
れ
と
昼
に
夜
に
願
い
は
す
れ
ど
も
心
許
な
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

清
ら
か
さ
霜
に
失
せ
た
る
庭
の
菊
老
い
た
る
我
に
少
し
似
て
き
ぬ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

温
か
く
我
の
背
を
押
す
友
と
い
て
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
の
胸
に
染
み
入
る	

根
本
邦
子（
押
砂
）

「
明
年
は
遠
慮
し
ま
す
」と
年
頭
に
旧
交
長
き
友
の
添
え
書
き	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

ふ
る
さ
と
探
訪　

第
九
〇
号

　
「
長
年
人
々
に
愛
さ
れ
た
神
屋
の
台
地 

神か
み
や屋
遺
跡
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
茨
城
県
教
育
財
団
次
席
調
査
員
・
齋
藤　

和
浩

稲
敷
市
清
水
に
所
在
す
る
神
屋
遺
跡
は
、
一
般

国
道
四
六
八
号
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
新

設
に
伴
い
、
平
成
二
三
年
か
ら
二
四
年
度
に
か

け
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

二
年
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

　

神
屋
遺
跡
は
、
稲
敷
市
の
中
央
部
を
流
れ
る

小
野
川
右
岸
の
神
宮
寺
台
地
の
南
部
に
位
置
し
、

台
地
の
南
西
部
か
ら
樹じ
ゅ
し
じ
ょ
う

枝
状
に
入
り
込
ん
だ

谷や

つ津
に
挟は
さ

ま
れ
た
標
高
約
二
七
ｍ
の
台
地

縁え
ん
ぺ
ん
ぶ

辺
部
に
立
地
し
て
い
ま
す
。遺
跡
の
所
在
す

る
地
域
の
自
然
環
境
は
、
台
地
、
低
地
、
河
川
、

湖こ
し
ょ
う沼
と
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
旧き
ゅ
う
せ
っ
き

石
器
時
代
か

ら
近
世
ま
で
の
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。な
か
で
も
、
薬や
く
し
う
し
ろ

師
後
遺
跡
や
幸
田
台
遺

跡
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の

大
規
模
な
集
落
跡
で
あ
り
、
役や
く
し
ょ所
的
な
様よ
う
そ
う相
が

読
み
取
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
遺
跡
を
支
え
る
一

つ
の
集
落
と
し
て
神
屋
遺
跡
が
存
在
し
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

神
屋
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
遺い
こ
う構
は
、
当
時
の

人
々
の
住
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
竪た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
一

三
三
棟（
縄
文
時
代
二
、古
墳
時
代
五
四
、奈
良

時
代
二
二
、
平
安
時
代
五
四
、
不
明
一
）、
倉
庫

的
な
役
割
が
考
え
ら
れ
る
掘
ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

立
柱
建
物
跡
一
一

棟（
奈
良
時
代
三
、
平
安
時
代
五
、
不
明
三
）を

は
じ
め
、
陥お
と

し
穴
（
縄
文
時
代
）、
大
形
円
形

土ど
こ
う坑
（
平
安
時
代
）、
地ち
て
ん
か
い
づ
か

点
貝
塚
（
平
安
時
代
）、

地ち
か
し
き
こ
う

下
式
坑（
中
世
）、道ど
う
ろ
あ
と

路
跡（
近
世
）な
ど
多た

き岐

に
わ
た
り
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の

複ふ
く
ご
う
い
せ
き

合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。縄

文
時
代
に
は
狩し
ゅ
り
ょ
う
ば

猟
場
と
し
て
、
古
墳
時
代
中
期

か
ら
平
安
時
代
に
は
居
住
地
と
し
て
台
地
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

遺い
ぶ
つ物
は
コ
ン
テ
ナ
約
二
八
〇
箱
に
の
ぼ
り
、

土は

じ

き
師
器
や
須す

え

き
恵
器
を
中
心
に
大
量
に
出
土
し
ま

し
た
。日
常
の
食
事
で
使
用
さ
れ
た
坏つ
き

や
皿さ
ら

、

祭さ
い
し
ぐ

祀
具
と
考
え
ら
れ
る
高た
か
つ
き坏
や
坩か
ん

、
煮に

た炊
き
・

貯ち
ょ
ぞ
う
よ
う

蔵
用
の
甕か
め

や
甑こ
し
きな
ど
の
土
器
の
他
に
、
漁ぎ
ょ
ろ
う労

に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
土ど
だ
ま玉
や
管か
ん
じ
ょ
う
ど
す
い

状
土
錘

（
土
製
品
）、糸
を
紡つ
む

ぐ
た
め
の
紡ぼ
う
す
い
し
ゃ

錘
車（
土
・
石

製
品
）、
農
作
業
の
た
め
の
鎌
（
鉄
製
）
な
ど
が

あ
り
、
神
屋
の
台
地
で
暮
ら
し
た
当
時
の
人
々

の
生
活
を
垣か
い
ま
み

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

平
安
時
代
の
も
の
と
し
て
県
内
で
初
め
て
の
出

土
と
な
る
火ひ

の

し
熨
斗（
古
代
の
ア
イ
ロ
ン
）は
、
ほ

ぼ
完
全
な
状
態
の
優
品
で
す
。地
域
に
残
る「
桑

山
」
の
地
名
や
火
熨
斗
、
多
数
の
紡
錘
車
の
出

土
等
か
ら
、神
屋
の
集
落
は
、奈
良
・
平
安
時
代

に
調ち
ょ
うや
庸よ
う

な
ど
の
税
と
し
て
納
め
た
布
の
生
産

に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

確
認
し
た
掘
立
柱
建
物
跡
や
大
形
円
形
土
坑
と

の
関
連
付
け
が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

次
回
は
、大
形
円
形
土
坑
や「
西
居
」「
田
」と

書
か
れ
た
墨ぼ
く
し
ょ
ど
き

書
土
器
、「
大お
お
と
じ

刀
自
」と
刻
書
さ
れ

た
紡
錘
車
な
ど
特
徴
あ
る
遺
構
、
遺
物
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

◁
火
熨
斗（
ひ
の
し
）

◁
神
谷
遺
跡
全
景（
東
よ
り
）

◁
神
谷
遺
跡
遠
景



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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1. 遠藤さんの農園の風景

6．機械によって掘り起こされたさつまいもを箱詰めしている様子

2．うらやましい友情の四ツ谷さん ( 左 ) と遠藤さん ( 右 )　3．自慢のさつまい
もを見せてくれる遠藤さん　4．保存のため土がついたままで保管する採れたて
のさつまいも　5．サイズや形で選別され、出荷の時を待つさつまいも

稲四季通信＃08
　平成 25年 10月 17日、江戸崎地区の遠藤さ
んの農園へ取材に行きました。今回の取材はお
弁当プロジェクトのメンバーである四ツ谷さん
の紹介で行われました。四ツ谷さんと遠藤さん
はなんと 50年もの付き合いで、農家ではない
四ツ谷さんにとって、いつも新鮮な野菜を届け
てくれる遠藤さんの家は実家のような存在だそ
うです。
　遠藤さんの農園は昔、山だったところを開拓
したそうで、見渡す限り平地が広がっている素
敵な場所です。
遠藤さんは農業一筋50年のベテランで、さつま
いも、生姜、落花生など根もの中心の栽培が特
徴的な農家です。
　当日は紅あずまというさつまいもの収穫が行
われていました。紅あずまは甘味が強く、ホク
ホクとした味が特徴的です。その他、紅はるか、
シルクスイートなど、特徴的な品種を時期ごと
に栽培しているそうです。
　今ではさつまいもの収穫作業も効率化が進ん
でいて、ビニルの回収や、さつまいもの掘り起
こしの作業が、機械化されています。
しかし、最後の箱詰めは、人の手で行われるそ
うで、私たちはその作業を手伝いました。作業
中は土に触れることが多く、服は泥だらけにな
りましたが、農家の大変さがわかると共に普段
は体験できない新鮮な体験ができました。

筑波大学　お弁当作りプロジェクト
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